は 十九 人あった が、 皆、 あの 怪しい 物に 食われて しまつ 

たの だ。 わし は 球が 蹴れた から、 たすかって いるので、 

あれ は、 銭塘の 神に 罪 を 犯した から、 この 洞 庭へ 逃げ 

ている の だ。 あれ は 魚の 精 だよ、 蹴った もの は 魚の 胞 

だ ご 

そこで 父子 は 一緒に なれた こと を 喜びあった。 舟 は 

その 夜の 中に 出発した。 夜が 明けてから 見る と 舟の 中 

ひれ 

に 魚の 翅が 落ちて いた。 さしわたしが 四、 五 尺ば かり 

もあった。 そこで これ は 宵に 切った 臂 であった という 

こと を K5 つたので あ つ た。 
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